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概概概概        要要要要    

    

光学異性体分離に利用されている酵素（リパーゼ）や難分解性有機化合物の除

去に利用される酵素（オキシダーゼ）等を、サイズ・表面処理・細孔を改変し

たメソポーラスシリカの細孔内に固定化させ、細孔内の酵素活性の安定性・持

続性の検討を行い、細孔形態の最適化を図り、また他の生体分子を細孔内に包

括化することにより、ＤＤＳ機能や遺伝子導入などへの展開を可能とする。 

従来技術従来技術従来技術従来技術・・・・    

競合技術競合技術競合技術競合技術    

とのとのとのとの比較比較比較比較    

（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

ナノ細孔に生体分子を固定化・安定化する手法はいくつか考えられているが、

本手法は、最終的な製品の使用目的（触媒やマーカー）に適応するように、部

材となるメソポーラスシリカの細孔径や粒子径及び表面状態等を設計する点

に新規性がある。 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

幅広い分野に影響を与えうる、生産性や生産（処理）速度が向上する、製造コ

ストが削減できる等の有用性がある。 

関連情報関連情報関連情報関連情報    

（（（（図図図図・・・・表表表表・・・・写真等写真等写真等写真等））））    

 

 

 

 

 

 

図 TEOS、ブロックコポリマーで処理した多孔質アパタイトセラミックスのガス

吸着法による気孔分布を示す。約 5nm にピークがあり、メソポアが確認できる。 

適用可能製品適用可能製品適用可能製品適用可能製品    

ナノ細孔に固定化された超安定化生体分子（酵素・抗体・核酸等）を用いた有

用生体触媒、ナノ細孔内にドープした蛍光体を用いたバイオマーカー、ドラッ

グを保持したＤＤＳキャリアーなど、製品化イメージは多岐にわたっているた

め事業規模は極めて大きいと考えられる。 
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ナノ細孔－生体分子複合バイオリアクター    
メソ細孔を反応場とするナノバイオリアクターの開発 


